
　　【総高さ】
　○大極殿正殿○
　２９，０１４mm
 （朱雀門の約1.3倍）
　   ○朱雀門○
　２１，９８３mm

第一次大極殿正殿と朱雀門の比較

　【基壇の高さ】
　○大極殿正殿○
　 ３，５７４mm
 （朱雀門の約1.9倍）
　   ○朱雀門○
　 １，８５８mm

　　【　間口　】
　  ○大極殿正殿○
　　４４，０１５mm
　 （朱雀門の約1.8倍）
　     ○朱雀門○
　　２５，０７５mm
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平城宮跡第一次大極殿正殿復原　設計概要

　木材は、粗加工された状態で搬入
され、木材保管庫で検収・保管・乾
燥させた後、奈良時代当時の伝統工
法により仕上げが施されます。

◆　木材の加工　◆

◆　塗　装　◆

文様彩色（支輪板）

　大極殿の建物木部には丹土塗装、
軒や天井などの建物内部には古代
技法に倣って文様彩色が施されます。

垂木　丹土塗装

◆　木材の調達　◆

　復原工事で使用する木材は、国
内産のヒノキ及びケヤキで、主に
紀伊半島周辺産のものが搬入され
ています。

製材状況

立木伐採状況

　平城宮跡第一次大極殿正殿復原は、当時の奈良国立文化財研究所（現独立行政法人　文化財研究所奈良
文化財研究所）において、平城宮跡におけるそれまでの研究成果を基に、平成10年度から平成12年度まで
の3年間で実施設計を行いました。

　第一次大極殿正殿復原整備事業は、調査研究の成果を基に奈良時代様式（意匠・構造・材料・工法等）
の史実に基づく厳正な復原を目指しています。
　『奈良時代様式』での厳正な復原の実施のためには、建築基準法・消防法等の現行の建設関係法令等
に適合させるとともに、特別史跡平城宮跡の埋蔵文化財の保護・保存のための処置を実施しています。

　埋蔵文化財に対する保護：遺構面上部への盛土（約80cm)

　現行法規に対応する設備：免震装置の設置（基壇内部）
　　　　　　　　　　　　：自動火災報知設備の設置
　　　　　　　　　　　　：屋外消火栓の設置
　　　　　　　　　　　　：避雷設備の設置

平成１６年　２　月 ７　月 １０　月 １２　月 ５　月平成１７年　３　月 　　８　月 １０　月

◆　木材の組立工程　◆

　正殿をすっぽり覆う大きさの素屋根
は、ビル等一般の建物の８階相当の規
模で長期間の工事の間、正殿を天候等
の影響から守ると同時に、足場等の役
割も果たします。

◆　素屋根工事　◆ ◆　免震機構　◆

　基壇内部には、それぞれ異なる
役割を果たす３種類の免震装置が
合計５４基設置されており、地震
力による振動が直接建物に伝わら
ないようにしています。

◆　基礎・基壇工事　◆

　鉄筋コンクリート造の基壇の
表面には凝灰岩による石張りを
施し、奈良時代当時の姿を復原
しています。

基壇石張り 素屋根建設状況 免震機構据付状況

基壇全景 素屋根全景 免震機構据付完了

－正殿完成予想ＣＧ－

地垂木　木口加工

柱盤　やりがんな仕上げ

◆　主要部材の名称　◆

　　　　・・・第１回特別公開時
　　　　　　（平成１６年７月）
　　　　・・・第２回特別公開時
　　　　　　（平成１７年５月）

そして現在　　　　　　で着色された
部分まで組立が進んでいます。

（第１回特別公開開催） （第２回特別公開開催）
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柱盤

内部束柱
窓台

頭貫

台輪
大斗

一の肘木

一の肘木上斗

二の肘木

二の肘木斗

二の肘木尻押え

三の肘木

三の肘木上斗

四の肘木

尾垂木掛け

尾垂木

丸桁

尾垂木押え

尾垂木尻押え束(挟み束)・尾垂木掛け上束

尾垂木押え上束

地垂木掛け

土居桁

繋ぎ

土居桁繋ぎ上束

母屋

小屋梁

棟束

棟木受け
棟木

地垂木受け

面戸板

小屋垂木

野地板
野地(小屋垂木継穂)

間斗束

柱・中柱

野地(転ばし根太)

地垂木 飛檐垂木

裏甲

木負

茅負

瓦座
野母屋

流し板(上)
流し板(下)丸桁下斗

尾垂木先斗

尾垂木先肘木

軒天井桁

片蓋間斗束

柱

地覆

長押

頭貫
大斗 一の肘木

一の肘木上斗

二の肘木

間斗束

二の肘木上斗
三の肘木

三の肘木上斗

四の肘木

支輪台受け束

支輪台

尾垂木受け束

尾垂木受け繋ぎ

尾垂木受け

尾垂木掛け

尾垂木

尾垂木先斗

尾垂木先肘木

丸桁

丸桁下斗

尾垂木押え

尾垂木挟み束

二の地垂木受け束

一の地垂木受け束

一の地垂木受け

二の地垂木受け

地垂木掛け
天井桁

支輪

壁留

地垂木
飛檐垂木

高欄架木下斗

高欄地覆

高欄斗束・たたら束
高欄平桁

高欄架木

軒天井桁

裏甲
野母屋

木負

茅負

瓦座

流し板(上)
流し板(下)

片蓋間斗束

面戸板


